
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川西市地域分権推進事業 ニュースレター 

第２回地域夢・未来カフェ in加茂 

 地域分権制度の検討の一環として、地域課題の

解決に向けた具体的な活動案を考えながら、地域

分権制度についての意見をいただくため、第 1回

に引き続き、「第 2回地域夢・未来カフェ in 加茂」

が開催されました。 
 

日時：2012年 12月 11日（火）19:00～21:00 

場所：加茂ふれあい会館 

参加人数：市民１３名＋市WGメンバー２名 

当日のスケジュール 

19:00 開会、あいさつ（総合政策部長） 

19:05 スケジュール説明・ふりかえり・テーマ発表 

19:25 チーム分け 

19:30 イントロ（川西クイズ） 

19:35 テーブルワークの説明・事例紹介 

19:45 テーブルワーク（活動案の検討） 

21:00 閉会 

スケジュール説明～チーム分け 

最初に、総合政策部の本荘部長から地域分権制度の論点等について説明がありま

した。その後、当日のスケジュールの説明と第 1 回カフェのふりかえりを行いまし

た。 

当地域では、地域の歴史や文化、伝統に関する取組みや、地域環境に関する取組

みへの関心が特に高くなっているという傾向が見られました。そのような傾向を踏

まえ、今回から具体的に活動案を検討していくテーマ案として、地域コミュニティ

に関する内容のもの３つが決定されました。その後、参加者は話し合ってみたいテ

ーマのテーブルにそれぞれ移動しました。テーブルワークに入る直前には、イント

ロダクションとして、加茂小地域の状況に関するクイズが 3問出題されました。 

02 

前回の共有結果から分析した傾向 

●地域の歴史や文化、伝統に関するものは、取組で特に重要度が高い 

●環境やホタル観察に関するものは、取組で特に重要度が高くなっている 

●自治会活動に関するものは、課題で特に重要度が高い 

決定したテーマ 

●Ａグループ：地域の歴史や伝統を活かしたまちにする 

●Ｂグループ：地域の環境が豊かなまちにする 

●Ｃグループ：地域活動（自治会等）の活性化 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎各グループの主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルワーク 

  3グループに分かれたテーブルワークでは、まずはじめにファ

シリテーターから、それぞれのテーマに即したいくつかの事例紹

介がありました。その後、各グループは活動メニューから検討を

はじめ、メニューがある程度決まったグループは、活動をより具

体的にする話し合いを進めました。どのグループも、閉会時間ギ

リギリまで活発な議論が行われました。 

Ａグループ：歴史や伝統を活かしたまち 

●案内人・語り部 ・歴史に精通している人が減っていく ・石器、土器などの案内人を育成する 

・加茂検定を行う ・まち歩きをする ・鴨神社の秋祭りに参加 ・加茂遺跡、鴨神社の語り部を育成する 

●祭り・サミット ・鴨神社のお祭り→担い手が減っている ・カモサミットや遺跡を巡るツアーを計画する 

●ガイドブック・パンフレット ・ガイドブックや検定本、加茂今昔物語を作成する 

●標識サイン ・標識をつくる 

●公園 ・教育委員会が管理している ・遺跡公園に目に見える加茂遺跡、弥生時代の建物を再現する  

・遺跡公園は石棺が埋まっている ・埴輪、土器が焼けるようにする など 

・ 

 Ｂグループ：加茂の環境を豊かに!! 

●現状の課題 ・最明寺川はどうなっているの ・川に降りる場所がひとつもない ・桜がない  

・草刈りは間隔が広く生い茂ってしまう ・野良猫、アライグマが出る ・道幅が狭い 

●悩み・ハードル ・どう関心を引き出すか ・活動が知られない ・自治会に入ってない人をどう誘うか 

・地域のことは地域でする ・子ども会が少ない ・高齢者の方にどう活動に参加してもらうか 

●アイデア ・街中からきれいにする ・ゴミ箱を設置する ・クリーンアップ大作戦を行う 

・裁断機、コンポスト→地域で共同利用する ・ヒメボタル、ゲンジボタル、トンボが飛ぶ川にする  

・プランターや花を置きたい ・高齢者から聞き出す ・地域を知る→アクションをおこす など 

 

Ｃグループ：地域活動の活性化 

●入り口として ・趣味、スポーツのサークル活動があればよい  

・最初の一歩が一人では難しいため、仲間で参加できればよい 

●行事を楽しくする工夫 ・子どもと一緒に参加しやすい開催のしかた ・バスツアー、お祭りなどを実施する 

・行って面白ければ次も参加する ・運動会への参加はひとつの動機付けになる 

●役は大変 ・大変というイメージが定着 ・結局同じ人に役が来る ・順番が回ってきた時にやめる人がいる 

●ニーズはある ・地域分権の流れのなかで自治会（地域）ならではの事業をする！ 

・地域活動が盛ん＝くらしやすい地域をつくる ・地域間の交流、連携ができるかも など 


